
川崎医科大学附属病院

認知症疾患医療センターについて

川崎医科大学附属病院 認知症疾患医療センターの取り組み

•専門的な立場から認知症の原因となっている疾患を

正しく診断し適切な治療方針を決定するとともに、

介護する方にもケアについてのアドバイスを行います

専門医療の実践

•入院中の該当の方を対象に、適切な対応やケアが提供できるよう

毎週 認知症ケアチームラウンド・カンファレンスを行っています

•精神科病院との連携も行っています

BPSD・身体

合併症への対応

•倉敷市健康パスポートはHPからダウンロード可能です

•認知症初期集中支援チーム検討委員会で地域の活動状況

を把握しています

地域連携

•もの忘れフォーラム（市民対象）

•専門職のためのKAWASAKI認知症セミナー（専門職対象）

•各種研修会などへの協力

地域での研修

•運転免許外来（月1回、土曜日午前 ※完全予約制）

•認知症サポーター養成講座を開催

•YouTubeチャンネルを開設、動画掲載 →

その他
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